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構造変 化 への対応と

指針としての本誌の使命

あけましておめでとうございます。年頭にあたり，皆

様方のご健勝とご多宰をお祈りするとともに，一言ご挨

拶を申し上げます。

当社肥料事業の発展につきまして，日頃から皆様方の

一方ならぬ温かい ζ支援 ・ご鞭達をいただきまして，ま

ことにありがとうございます。ここに改めて厚く御礼申

し上げます。

農業 ・肥料業界をとりまく環境は，年々，そのきびし

さを深めております。農業においては，農産物の過剰 ・

価格の低迷等に加え，昨今の深刻な財政事情，海外から

の市場開放圧力等々の難問を抱えております。

また，肥料業界においても，昨年6月の産構審答申を
踏まえ， I肥料の低耳石かつ安定供給と肥料工業の健全な
発展」とし、う立場から，生産 ・流通面を如何に合理化す

るかについて腐心していることは，皆様方ご承知の通り

であります。

このような難局を如何にして乗り越えていくか，そし

て， I明るい農業の未来」を築きあけeるために何をなす
べきか。皆様方と私どもに，共通する重要な課題と考え

ます。

日本の農業構造は，明らかに変化しつつあり，更に，

.:tの変革のテンポはますます加速されていくと思われま

す。農家労力の高齢化，世代の交替等が契機となって，

農地の流動化，規模の拡大等，生産体制の変化が進みつ

つありますが，更に加えて， 「日本農業の国際競争力強

化」 という観点から，農政面においても，生産構造の再

編を通じて， I生産性の高い農業の実現」をはからざる
を得ない情勢であります。

勿論，農業の生産性を向上させるためには，経営規模

の拡大等をはかるとともに，それに適応した「新しい農

業技術」が待望され，その確立を急がねばならないこと

は， 当然であります。本誌をご愛読いただいている皆様

方が，農業の第一線において，農業技術及び営農指導の

専門的立場から，熱心な努力を続けられていることは，

日本農業の将来にとって，極めて頼もしい限りであり，

私どもといたしましでも，皆様の研究と実践の成果を大

いに期待する次第であります。

「農業と科学」は，ご高承の通り， [""新らしい栽培技

術」を出来るだけ幅広く紹介することを目的とし， 皆様
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方からも貴重な論文を発表していただいて参りました。

お蔭様でご好評を得ておりますが，最近は，当社のコー

ティン グ肥料を使用した栽培技術の成果を多く紹介させ

ていただいております。若干，手前味噌かも知れません

が， IL PコートJ[""ロング」の省力 ・省肥 ・増収 ・品質
・安全性といった特長が，近代農業に要請される，新ら

しい栽培技術に応える肥料として，急速に注目をあびて

きた結果を示すものであり，本当にありがたし、ことと感

謝しております。

L ~ [""L Pコート」による「ワンタッチ施肥法J (一団施
肥〉などが，最近注目されつつある水稲直播方式にも最

適の肥料として，また， [""ロング」が施設栽培の分野は

ゑ論，茶樹の省力栽培肥料として，市場が拡大しつつあ

ることは，メーカーとしてこれ以上の喜びはありませ

ん。

私ども，微力ではありますが，今後とも，新らしい栽

培技術にお役に立ち得るよう，肥料の改質，新肥料の開

発に最大の努力を続けたいと存じます。

本年もどうぞよろしくご指導 ・ご鞭達下さいますよ う

お願い申し上げます。
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